
 
 

令和４年度前学期授業の実施方針について 
 
 この度、２月 25 日（月）に開催された、本学「危機管理対策本部会議」において、令和４年度前学期
授業の実施方針を次のとおり決定しましたので、お知らせいたします。 
引き続き、感染拡大防止と、学生の皆さんの学修機会確保を両立するために取組んで参りますので、

ご協力をお願いいたします。 
 
１．基本的な考え方及び授業の実施方法 
①令和４年度前学期の授業については、感染状況を踏まえ、危機管理対策本部会議で決定する「九
州産業大学・九州産業大学造形短期大学部 コロナウイルス感染拡大防止のための活動指針」
のレベル（以下、「レベル」という）に応じて実施します。なお、感染拡大防止と、学生の学修
機会確保の両立の観点から、感染拡大防止策を講じた上で、可能な限り対面の機会を取り入れ

て実施します。 
②全てのレベル（0～5）において、対面、遠隔に関わらず、学生としての自律的な生活習慣を醸
成し、主体的な学修を促すため、時間割どおりに授業を実施します。 

③レベル 1～2における、「対面授業と遠隔授業を併用して、授業を実施」の方法は、ハイフレッ

クス型（教員は原則として Zoom を使って教室で授業を行い、学生は対面出席と遠隔出席のい
ずれかの方法で受講する。）とします。 

④レベル 1～2 において授業を行う場合には、授業科目担当者は学内での対面実施を原則としま
す。（各種相談・質問等や学生と教員との人的な交流を図る機会を設けるためです。） 

  
２．対面出席率の調整方法 

 学生の皆さんの受講環境に配慮し、大学として統一した方法で対面・遠隔の出席率調整を行います。
調整方法については、「対面出席率の調整方法」（２ページ以降）をご確認ください。 
 ３月末のガイダンス等でも改めて説明を予定しています。 
 
３．その他 

 ・学部学科、科目等の特性（実験・実習系の科目が多い）により、遠隔出席グループでも対面出席を
求められることがあります。その際は、授業科目担当者の指示に従ってください。 

 ・遠隔出席グループで、対面出席を希望する場合は、授業科目担当者に申し出てください。 
 ・体調不良の場合は、出席（出校）を控えてください。その場合は、授業科目担当者に申し出てくだ

さい。 
 ・メール等でレポートを提出する際は、送信（提出）先のアドレスを十分確認してください。（授業科

目担当者は、複数のアドレスを利用している場合があります） 
 
 
 新型コロナウイルス感染症については、第６波の感染者が減少傾向にありますが、感染のリスクがな
くなったわけではありません。 
 学生の皆さんにおかれましては、引き続き「マスクの着用」、「手指の消毒」、「近距離での会話を避け
る」等、基本的な予防行動を行い「感染しない・させない」を徹底してください。皆さんの協力により、
安全・安心なキャンパスを実現することができます。 
 
今後、新型コロナウイルス感染症等の状況により、本学の「活動指針」は随時変更されます。学生の

皆さんは、大学からの連絡にご注意ください。 
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授業の実施方法

レベル１～２における「対面授業と遠隔授業を併用して授業を実施」の方法は、ハイ
フレックス型とします。

ハイフレックス型とは、教員は原則としてZoomを使って教室で授業を行い、学生の
皆さんは対面出席、遠隔出席のいずれかの方法で授業に参加する方法を指します。

授業

【ハイフレックス型のイメージ】

教室

対面出席

自宅・自習室等教室
以外の場所

同時配信

音声・チャット等での質問

遠隔出席
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対面出席・遠隔出席の調整方法①

～グループ分け～

学生の皆さんの受講環境（対面出席と遠隔出席が同日に重ならない）に配慮し、
感染拡大防止と、学修機会の確保を両立させるため、大学として統一して、以下
の方法で出席率の調整を行います。

①全学生をＡ／Ｂ／Ｃ／Ｄの４グループに分けます。
一度、指定されたグループは、基本的に変更しません。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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対面出席・遠隔出席の調整方法②

～グループ分け～

②レベルに応じて、対面出席のグループを指定します。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【３グループを対面出席とする場合】

対面出席 遠隔出席

【２グループを対面出席とする場合】

Ａ Ｂ

対面出席

Ｃ Ｄ

遠隔出席
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対面出席・遠隔出席の調整方法③

日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9
授業開始

BCD ABCD
① ①②

10 11 12 13 14 15 16

CDA DAB ABC BCD CDA
① ① ① ① ②

17 18 19 20 21 22 23

DAB ABC BCD CDA DAB ABCD
② ② ② ② ③ ③④

24 25 26 27 28 29 30

ABC BCD CDA DAB 昭和の日

③ ③ ③ ③

４　　      月

③実際の出講日については、学年暦のカレンダーを用いて、下記のように対
面出席するグループを指定します。指定は学期単位で行いますが、授業期
間途中でレベルが変更になった場合は、対面出席グループを再指定し、改
めて周知します。

【例：３グループを対面出席とする場合】


Sheet1

		４　　      月 ガツ

		日 ヒ		月		火		水		木		金		土

		3		4		5		6		7		8		9

												授業開始 ジュギョウ カイシ

												BCD		ABCD

												①		①②

		10		11		12		13		14		15		16

				CDA		DAB		ABC		BCD		CDA

				①		①		①		①		②

		17		18		19		20		21		22		23

				DAB		ABC		BCD		CDA		DAB		ABCD

				②		②		②		②		③		③④

		24		25		26		27		28		29		30

				ABC		BCD		CDA		DAB		昭和の日 ショウワ ヒ

				③		③		③		③
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周知方法

～学生への周知～

学生の皆さんには、割り当てたグループを講義開始前までにガイダンスや
K’sLife等で周知します。
併せて、対面出席グループの指定についても、周知します。

新年度

ガイダンス

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ
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